
 

        胸が張れる生徒、胸が張れる学校を目指して        

  
                               

校長  山田 秀孝  

 新入生８４名を迎え、全校生徒２６５名で今年度の川辺中がスタートしました。飛騨川

沿いの芝桜が美しく咲いています。新しい年度のスタートにあたり、気持ちのよい期待感

があふれています。保護者の皆様、お子様のご入学ご進級、誠におめでとうございます。心

よりお祝い申し上げます。  

 さて、本年度のスタートにあたって、やる気に満ちた生徒たち

に私が一番伝えたい願い、それは「自分自身に胸が張れる生き方

をして欲しい」ということです。胸が張れるときとは、どんなと

きでしょう。自分自身を出し切れたとき。正しいことをしている

とき。後ろめたさがないとき。人の役に立っているとき。ありのままの自分を受け入れられ

たとき。人は十人十色。人との比較ではなく、ありのままの自分の力を出し切り、胸を張っ

て欲しいと思います。今、生徒達はやる気に満ち溢れています。そのやる気を具体的な行動

につなげて欲しいと思います。そして、絶えず、「自分の行動は胸が張れるか」を自分に問

い、頑張って欲しいと思います。自分自身に胸が張れるよう頑張る生徒たちを私たち教職

員は全力で応援します。 

生徒一人一人のこの頑張りが、胸が張れる学校にもつながっていくと考えます。 

私たちは生徒達が胸が張れるように次のことを大切にします。 

（1）生徒につく→ よさを一つでも多く見つけ、とことん褒める 

           → 自信につながる。  

（2）一つ一つの活動、行動に生徒が力を出し切ることを大切にする。 

           → 自身が力を出しきることが、達成感につながり、胸が張れる

生き方につながる。 

（3）教師が明るく元気に子どもの前に立つ。 

           → 生徒が安心して力を出し切るためには教師も元気であること

が大切。 

 保護者の皆様へのお願いです。お子さんが一年で最もやる気に満ちているこの時期。お

うちでも様々な頑張りを見せることと思います。どんな小さなことでもかまいません。で

きてあたりまえと思われることでもお子様の頑張りを具体的な事実をもとに、思いっきり

ほめてあげて下さい。保護者の皆様の励ましが、よりお子様のやる気に火をつけます。 

まだまだコロナ禍はしばらく続きそうです。コロナ対応等でご迷惑をおかけすることも

あるかと思いますが、今後とも、本校へのご支援とご協力を賜りますよう、お願いいたしま

す。 

 

  令和３年度 川辺町立川辺中学校 学校だより       令和３年４月７日 

   空高水清～故郷川辺の空のごとく志高く、飛騨川の水のごとく清らかに～ №１ 
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